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巻頭エッセイ・表紙の言葉

． 野鳥観察をする姿勢． 杉浦
情報網が発達したこのごろは、ハイカラ

な言葉がよく目につく。その一つに「エコ

シスム」という言葉がある。日本語では「生

態系」と訳されている。これは一体どんな

ことだろうか。現在、私達が生活している

この地球という星は、誕生してから 46億

年という長い年月を経て現在のように

様々な環境が生み出され、地域毎に多種多

様な私物の生存を支えている環境ができ

上がった。その環境要素の中には、環境に

適応した多種多様な植物や動物が分化し、

進化と適応を繰り返し、お互いに密接にか

かわり合いながら生活し、いまもこれは続

けられている。いま、私達が昨日、今日の

短時間でこのような変化を目で確認でき

るものもあるが、遅々としてそれと気づく

ことの困難なものもある。このような漠然

とした自然のことを「生態系」というまと

まりでとらえていくということが常識の

社会となってきた。

ちょっと野外に目を向けて見よう。春の

里山は実に美しい。 「緑」といっても白、

黄、赤、青、紫、黒、茶といった様々な「緑」

があって到底言葉では、表現できないほど

多彩である。まるで季節が笑っているよう

で、フィトンチットの香りさえそれぞれに

感じる。それらに合わさるように、野鳥達

の声は、普段聞くことの少ないとっておき

のラブソングや縄張り宣言等のための鳴

き声で山は賑わっている。

邦彦 支 部 長）

彼等にとっては深刻であるが、私達の耳

には平素のストレスの解消で唯一の安ら

ぎを与えてくれる。とてつもない大きな演

出者達である。癒しの達人である。

この演出は、主に桜の開花から始まる。

桜の開花を満喫しようと戸外へ出ると、花

は子房の根元から花軸もろともに切り落

とされ、花が散乱しているのに気づく。

都市部の並木や公園に多く、駐車場に桜

があると樹の下の車は、花自動車になって

いて驚くことがある。犯人は観察の結果、

スズメと判明した。スズメは嘴峰が太く

て、桜花の蜜がヒヨドリのように吸えない

ので花を千切って蜜を頂戴するのである。

鳥は舌が厚く味覚は区別できないと言わ

れているが決してそうではない。殆どの動

物は甘味のものは大好物である。廿味は脳

の活動に大切なエネルギー源となるから

だ。脱線したが、この桜花の現象は、年々

増加の傾向にある。三重県下では都市部に

多い。アオバトやキジバトが桜花を啄ばん

でいることもあるが、先般TVニュースを

見ていたら九州方面では、カワラバト（ド

バトのことを最近は、名称を変更した）が

桜の菅を集団で啄ばんでいる映像が出た。

問う理由なのか鳥の食性が少しづつ変化

していることの証拠である。食性の変化だ

けではなく、種の保存に最も影響を与える

ものに繁殖行動がある。

＾ 

＾ 
目 次

‘

‘

’

‘

 

今月の表紙 絵：田中 豊成
、

、

．．
 

．．．． 

巻頭エッセイ・今月の表紙・・ 1

特集支部の活動

総会開催・・・・・・・・・・3
各部紹介

保護部・企画部・事務局

編集部

各部の活動・・・・・・・・

会員のページ・・・・・・・
探鳥会報告．．．．．．．．

お知らせ・編集後記

7

8

2

5

 

l

l

 

今
月
の
表
紙

ハ
チ
ク
マ

伊
賀
地
方
で
は
、
い
わ
ゆ
る
里
山
で

初
夏
か
ら
飛
ん
で
い
る
姿
を
み
か
け

ま
す
。
サ
シ
バ
や
オ
オ
タ
カ
等
と
よ

く
似
た
環
境
に
棲
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
。
大
き
さ
は
ト
ビ
位
で
、
時
に

は
番
で
悠
々
と
大
空
を
帆
翔
し
て
し

ま
す
。

ハ
チ
ク
マ
は
、
猛
禽
の
仲
間
で
は
ハ

チ
の
幼
虫
を
好
む
特
異
な
菜
食
行
動

が
有
名
で
す
。
体
の
仕
組
み
は
、
ハ

チ
に
刺
さ
れ
て
も
大
丈
夫
な
構
造
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

田
中
豊
成
（
名
張
市
）

●しろちどり 31号● -1-



r lffllW!tli!I富“―匹← ~ 巻頭工ッ~

,- 、

里山で繁殖していたのに何故なのか都市公

園、街路樹、それに人家の庭で営巣している

ものにキジバト、ヒヨドリ、セグロセキレイ、

キセキレイ、コゲラ、シジュウカラ、ヤマガラ、

ハシプトガラス等が目立つ。海岸の崖が繁殖

地であるイソヒヨドリは、内陸部の街の高層

ビルで勢力を張っている。似た行動を取る鳥

にイワツバメがある。亜高山帯の崖場から低

山帯の街中の橋板下の桁でゆうゆうと繁殖行

動が盛んである。カワセミは多自然型とは言

うが護岸全体がコンクリー トに変わり自然石

や擬似岩を使用した河川改修で営巣環境の悪

化が、自然の士のある土手を求めて山奥と新

天地を開拓し、水源地近くに追いやられる傾

向にある。 50年前には見ることができない
現象である

｀ 
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さらに、渓流生活をするカワガラスも似

ている。

彼等は、小滝の裏側に営巣するのが自然で

ある。ところが、今は橋桁や通水しなくな

った大型暗渠内で営巣する。巣の様子はコ

ケでサッカーボール程の球型の外銀が本

来の姿であるが、今は椀型となることが多

い。これらの現象は総て彼等の環境に対す

る適応の姿である。総てがこのように変化

するとは限らない。対象となった全固体の

一部だけである。

私達は、生物として同じ仲間が、 一部の

人間の仕業によって身近な生態系の変化

をきたすことは何かの警鐘を発している

のだと謙虚に受け止め、環境の保全に努め

なければならないことを痛切に感じる。私

達は野鳥を通して、周辺をとりまく生物全

体の動きを根気よく見守り、それらの変化

の情報交換をしながら新しい進路を提言

できる出発点になって行きたい。そんなミ

レミアムの時代ではないだろうかとふと

考えて しまった。

カワセミ

,,---. ●事務局移転のお知らせ●

本年度から 「日本野鳥の会三重県支部」の事務局が以下のように移転しましたc

よろ しくお願いいたします。

〒

西村泉 方

TEL 

FAX 

E-mail 

●三重県環境功労者表彰●

さる 5月27日、「MIE・みんなで創る環境フェア 20 0 1」で平成 13年度三重県環境

功労者の表彰が行われ、高橋松人副支部長が表彰されました。

おめでとうございますc
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さる 4月 22日日曜日午後 1時半より、津市三重県生涯学習センター大研修室にて、本年

度の三重県支部総会が開催されました。当日は若菓香るさわやかなお天気で、議事を行う

にはもったいないくらいの日和でのなか、 41名の会員が出席され、全ての議事が承認され

新年度がスタートしました。

総会の成立

最初に出席者と委任状の確認により、総会の成立が認められました。高橋副支部長の司会

による開会宣言がされました。今回は杉浦支部長が欠席されたため、市川副支部長が鳥見の

楽しさを味わうと共に、野鳥を通して自然環境保護を考えてゆこうとの挨拶ありました。

ついで、議長と議事録署名人の選出が行われました。

議事（議長：加藤光廣理事）

・2000年度の事業について各部長および事務局からの報告、次いで財務部と監事より 2000

年度の決算報告が行われました。

各部から 2000年度事業の説明がありました。内容は別記理事会通信のとおりです。

研究部からの報告に対して「報告書は一般会員には配布されないのか」と言う質問があっ

た。これに対して、内容が多く、各会員には配布していないが、希望があれば供覧したい

との回答が合った。

財務担当理事から 2000年度の決算報告があり、監事から監査結果の報告が行われ、異議

なく承認された。

・2001年度事業について

2001年度の事業計画と予算案について各部、事務局から説明がありました。内容は別記理

事会通信のとおりです。

これについても拍手で承認された。

・「日本野鳥の会三重県支部旅費規程」の出張旅費の支払対象・支払範囲等の明確化した改

正案が承認された。

・2001年度の一般会計予算案について本年は新しく旅費を予算化したこと、パソコン購入の

予算を計上したこと等が説明され、原案通り承認された。

令野鳥講座 (2001.4.29)
今年度最初の野鳥講座が総会後、同場所で開催されました。

今回は、里山というテーマで「今森光彦の里山物語」のビデオと里山のパネル展示を行

いました。ビデオは以前NHKで放送したものを再編集したもので、非常に美しい里山風

景が描かれていました。

同時に展示した鳥の写真も皆さんに好評でした。

2001~2002年度支部役員（任期 2年）

北勢地区 市川雄二、加藤光広、近藤義孝、村田芳雄

津地区高橋松人、平井正志、岡八智子、斎藤加代子

松阪地区 谷本勢津雄、金児一夫、西村四郎、三村通雄、三村明子

南勢地区 杉浦邦彦、橋本裕子、西村 泉、中村みつ子、山田昭子

伊賀地区 塗矢博一、前澤昭彦、田中豊成、西口章一

注：下線は新役員

口 改選に伴い、以下の方が役員を退かれました。長い間ご苦労様でした。
木村裕之、木村京子、楢原薬、中村洋子、保平長三、今村禎、小阪里香
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2000年度第 4回三重県支部理事会 (2001.2. 11 サンライフ松阪 2F講習室）

● 「木曽岬、鍋田干拓地のビオトープ復元について」

支部の活動

理事会過信 I

・ 木曽岬、鍋田干拓事業が中止されたが、支部として三重県と話し合いを持って、木曽岬干拓

地を自然に復元する旨の申し入れを行うこととした。

・ 「愛知県野鳥保護連絡協議会」との共同行動を取ることとした。

●企画部 2001年度事業計画

• 2001. 5. 13にバードウィーク企画でテグス拾いを実施（鈴鹿川河口、愛宕・櫛田川河口）
企画部として

① 野鳥講座の開催

② 探鳥会、リーダー研修会の開催

③ バードウィーク企画

④ その他 リーダー派遣、展示物• 印刷物の作成

●保護部 2001年度事業計画

・ シロチドリの保護、豊崎は一部に柵を設置し、吉崎は設置せず看板は新調する。また、 シ

ロチドリの繁殖調査を全県的に実施する。

重要保護地域調査の小冊子を今年度中に発行する。これまでの調査をしろちどりに掲載する。

名張のオオタカについて調査を続行する。

・ 保護シンポジュームの開催を計画する。

●研究部 2000年度事業報告報告、 2001年度事業計画

2000年度

シギ・チドリの調査（春期、秋期、冬期）を実施した。

三重県委託事業「平成 12年度鳥獣保護設定効果調査委託」として、安濃町、久居市、度会

町の 3箇所を実施した。

三重県委託事業「平成 12年度ガン・カモ類一斉調査委託」を県下一円で実施した。

• 2001年シギ・チドリの調査（春期、秋期、冬期）を実施した。
2001年度

シギ・チドリの調査（春期、秋期、冬期）を予定。

• 平成 13年度も鳥獣保護設定効果調査とガン・カモ調査の委託を予定している。
●編集部 2001年度編集方針

・ 「自然保護理念の啓発」をテーマに野鳥を通して自然と共存する考え方を広める。

支部の活動内容を会員に周知すること

一般会員への情報や知識を提供して会員相互の交流を促進する。

2001年度第 1回理事会 (2001.4. 22 津市三重県生涯学習センター 台研修室）

● 2 0 0 1年度総会について

総会に提出する醗事についての審議を行った。

●企画部

野鳥講座⑨を総会後に開催する。ビデオ「今森光

彦の里山の物語」とパネル展示行う。

●三重県支部理事の役職について

今年度、役員の選出を行った。詳細は別襴に記載。

●報告等

保護部から「木曽岬干拓地の保全に関する要望

書」を三重、愛知各県に提出し、独自調査をする

ことを申し入れた。

●しろちどり 31号● -4-
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◆ 各部に聞く 2 0 0 1年度の活動 ◆ 

2 0 0 1年度三重県支部で運営している各部の活動について、今年度の予定について、

各部の担当者に聞きました。

保護部部長：谷本勢津雄

「今年度の保護部会の方針」

再度 2年間保護部長を仰せつかりまし

た、谷本勢津雄です。

年度始めの保護部の方針を少し述べさ

せていただきます。

基本的に前回の方針と大きく違うとこ

ろはありません。保護は各自の保護に対す

る姿勢次第で、どのようにでも進めること

ができるものです。保護部会はその各自の

保護運動をサポートし、バックアップしま

す。私たち保護部で手に負えないときは、

他支部や野鳥の会本部、その他の団体に働

きかけて、もっと大きな運動を展開しま

す。

現在、木曽崎干拓地の開発に対する野鳥の

会の要望、四日市4号線建設に対する要

望、三重県沿岸のシロチドリ保護、名張市

牛舎建設に対するオオタカ保護運動、その

他多くの保護運動を展開しています。

自然と人間の共生を計る上でどこまで

人間が我慢できるか、どこまで自然が辛抱

できるか、その接点をどこに置くか、どん

どん変わっていく社会情勢をじっくり見

定めながら進んでいきたいと思っていま

す。もちろん会員の皆さんの協力がなけれ

ば保護運動は大きな力にはなりません。

これからの活動に対して保護に対する

ご理解、ご協力をお願いいたします。

企画部部長：橋本裕子

「今年度の企画部」

唸企画部では次のような仕事を受け持っ

ています。

④ 支部主催の探鳥会

⑤ 支部主催のイベントやリーダー研修

会、野鳥講座の企画、運営

●しろちどり 31号● -5一

① 他団体、グループヘのリーダー派遣、

イベント参加

② 販売物担当

③ その他企画

女今年度の部会員は次のメンバーです。宜

しくお願いします。

塗矢博一（伊賀）、斎藤加代子（津）

岡八智子（津）、橋本裕子（南勢）

以上理事

保平長三（松阪）、中村洋子（松阪）

加島隆子（南勢）

今年度の予定

探鳥会リーダー研修会

野鳥講座「里ものがたり」 4/22済み

その他

編集部部長：三村通雄

「今年度の編集部から」

今年度は編集部も交代になり、新しいメ

ンバーで 2年間臨むことになりました。

編集部は主に野鳥の会三重県支部の広

報活動の一環として、主に「しろちどり」

の発行を通して運営をしていきます。

今年度からの支部の方向として、「野鳥

を通して私たちの環境を見つめていこう」

という方針があります。

編集部もこの方向に沿って、会員の皆さ

んと共に様々な問題を考えて見たいと思

います。そういうと堅苦しく感じられるか

も知れませんが、楽しく鳥を見るために、

ベースとなる環境もいっしょに見て行こ

うということです。

そういうことでは、従来からの基本的な

スタンスは変わらないと思いますが、もっ

と幅広く、内容を盛り込んでいけたらと考

えています。

-
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支部の活動l

最近では、新会員特に若い人が少なく当

支部も高齢化が進んでいます。若い人も楽

しめて、考えることのできるテーマを探し

て行きたいと思います。

できるだけ間口を広げて皆様の意見や

気付いたことを取り入れていきたいと考

えています。

なお、今年度から、編集部も編集や発送

等の仕事を分担して実施していくことに

なりました。

各地区長にお願いしておりますが、世話

人を各地区ー名選出していただき、幅広く

記事や意見を集めたいと思いますので、ご

協力をお願いします。

事務局局長：西村泉

「新年度の事務局変更にあたって」

私と野鳥の会との出会いは、ある季刊誌

の小さな記事から始まりました。以来 11 

年、一番良かったと思うことは、良き友人

に巡り合えたということにつきます。自然

を残したいと願う者同士が、フィールドに

出て観察や調査をしたり、時には議論した

りと普段の生活では得られない格別なも

のがあります。このたび事務局長を引き受

けることができたのも私の身近に強力な

サポーターがいたからこそともいえます。

十年一昔といいますが、私が入会したこ

ろと今とでは環境はもちろん社会情勢も

ずいぶん変わり、行政も何かにつけて会に

対して意見を求めてくるようになりまし

た。

今こそ野鳥の会の真価が問われるとき

ではないかと思います。ひとり一人が自然

を通して訴えるべきこと、目指すべきこと

をきちんと認識し、自分ができる範囲のこ

とを積極的に行っていただきたいのです。

私の役割はそうした皆さんの想いを束ね

て発信することであり、また外部の情報な

どを皆さんにお伝えするいわば交通整理

係であると思っています。ひとつ指示を間

違うと渋滞や混乱したりする可能性があ

り、とても重要なポストです。

私自身、未熟ではありますが、精一杯頑

張りますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

最後になりましたが、長年事務局に携わ

ってこられた木村さん、楢原さんにお礼を

申し上げます。

滋

ヘ

2 0 0 1年度支部運営役員

各部、局の役員および委員

● 事務局西村泉、山田昭子、金児一夫（財務担当）

＊林淳子、＊吉井瑞穂

● 保護部 谷本勢津雄、平井正志、田中豊成、中村みつ子、近藤義孝、西口章一、

村田芳雄
● 企画部 橋本裕子、岡八智子、斎藤加代子、塗矢博一

＊保平長三、＊中村洋子、＊加島隆子

● 研究部 前澤昭彦、＊尾畑玲子

● 編集部 三村通雄、三村明子

＊は委員

口 各地区代表は以下の方々に決まりました。
北勢地区市川雄二、津地区平井正志、松阪地区谷本勢津雄、

南勢地区 山田昭子、伊賀地区 田中豊成

監事加藤光廣、西村四郎
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l竺竺り
＿ しろちどりの保護活動竺

シロチドリの繁殖保護
•.!!.'!'..'!'.!!.!!.!!.'!'..'!'.!!.!!.!'..'!'. .''!.!!.!!.!!.'!'..'!'.!!.!!.!'..'!'. .''!.!!.!!.!'..'!'..'!'.!!.~ 

保護部平井正志 ---------------------------------

シロチドリは海岸部で周年見られ、特

に冬には大群が観察されている。また春か

ら夏にかけて、日本各地の主として内海沿

岸の砂浜で繁殖する。三重県では伊勢湾沿

岸、志摩半島、熊野灘沿岸と鈴鹿川中流域

の一部で繁殖するが、近年、人の海岸利用

が激しくなり、繁殖が困難になっている。

日本野鳥の会三重県支部では 19 9 6年

から河芸町から津市にかけての自然海岸

で繁殖保護活動を行い、かつ調査を行って

来た。しかし、繁殖数は年々減少している。

1 9 9 6年から 98年までは週一回の調

査を行っており、それ以降は 2週に 1回の

調査になったため、若干の見逃しはあると

考えられるが、急激な減少傾向にあること

は間違いない。

今年20 0 1年は全県下で繁殖状況

の調査を行っている。集計の最中である

が、豊津浦、白塚海岸、町屋浦で観察され

たヒナは現在までにわずかに 2羽のみで

ある。

北勢地方での繁殖は今年確認されて

いない。津市の阿漕浦では若干のヒナが観

察されているし、志摩半島でもヒナが観察

されている。

シロチドリは周年見られるが、かつて

楠町吉崎海岸で 7月に捕獲されたシロチ

ドリは熊本県で 11月に着けた脚輪を持

っていた。したがってかなり長距離を移動

しているようであり、繁殖期に見られる個

体群と越冬している個体群とは違うもの

である可能性がある。越冬や渡りの個体群

はさておき、繁殖個体群が消滅する危険性

も想定されるであろう。

表 豊津浦、白塚海岸、町屋浦におけ

るシロチドリの繁殖

（日本野鳥の会三重県支部調査）

繁殖期 観察されたヒナの数

羽

羽

羽

羽

羽

1

2

4

8

6

 

2

2

1

 ＊

＊

 

年

年

年

年

年

6

7

8

9

0

 

9

9

9

9

0

 

9

9

9

9

0

 

1

1

1

1

2

 

＾ 注： 1 9 9 9年、 2000年は調査方法

が違うので直接それ以前の数字と比較は

できないが、減少傾向にあることは間違い

なし‘。

写真：海岸に産まれたシロチドリの卵、

親鳥が 3週間ほど抱卵する。志摩町広の浜

にて

＾ 

(2 0 0 1年 5月6日）
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会員のページl
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海山町にオオワシが
北川直人

2 1世紀幕開けの 1月6日、私はミサ

ゴを探して河原にいた。ミサゴは上空を少

し旋回して別の場所へ移動していく。そ

んな時、下流に目をやるとカモメとカモメ

がやけに騒いでいる。「あれ、おかしいな、

ハヤブサでもいるのかな？」と双眼鏡で覗

くと、カモメとカモの中にでかいのが一羽

混じっている。直感的に「オオワシだ！」

とわかった。カメラを担いで河口方向へ走

る。しかし、時すでに遅し。

オオワシは高く上がってしまっていた。一

応、記録写真は確保した。あきらめきれず

河原に座り込んでいると、ミサゴがやって

きて大きなボラをゲットした。ボラを鷲づ

かみし飛び去ろうとすると、どこからかオ

オワシがミサゴにアタックした。ミサゴは

慌ててボラを落としてしまった。ボラは畑

に落ちオオワシも自分の物にすることが

できなかった。カラスやトビのモビングを

受けながら 4-5分上空を舞っていたが

どこかへ去ってしまった。

翌 7日、最初に見つけた場所へ行きしば

らく待つがオオワシの姿はない。あきらめ

家路につく。途中ウミネコが群れていると

ころで、ぼんやり眺めているとウミネコめ

がけオオワシが突然現われた。こんどは見

逃さないぞと、双眼鏡で飛んでいく先を追

っかける。すると、山の中腹に立つ一本の

枯れ木に止まった。

8日朝、同枯れ木に止まっているのを確

認したが、一度いなくなるとしばらく戻っ

てこない。しかし、どこから飛んできたの

か何時の間にか枯れ木に止まっている。

（この日はオジロワシが上空を通過）家

に帰ってから、フィールドスコープを枯れ

木のある山へ向けてみると、なんと木が見

えるではないか。

それからは平日も出勤前にスコープで

オオワシを確認した。数日後に別の一羽を

確認する。はじめに確認したのはざ、もう

一羽は9と思われる。当然、毎週末はオオ
ワシの見える浜辺で一日を過ごした。その

おかげで、海山町ではあまり見ることがで

きない、カンムリカイツブリが 6-7羽い

るのも確認できた。 2月も上旬になるとい

つもの枯れ木には止まらず、山頂付近の

枯れ木に止まることが多くなった。同時に

いない時間が多くなってきた。餌をとる場

所をかえたようだ。 3月初旬まではいてく

れると思っていたが、 2月21日（多分）

に北へ向け旅立ったようだ。（湖北に来て

いたオオワシも 2月21日に北へ旅立っ

たそうだ）

1月6日から 2月20日まで楽しみを与

えてくれたオオワシ。ありがとう。また、

来年も来て下さい。

オオワシ（天然記念物）
久住勝治

2月 11日pml0:30頃、海山町銚

子川河口付近で、 10 0から 15 0ヤード

の近くよりオオワシを観察しました。

紺碧の大空を黒褐色の体、翼前縁とくさび

形の尾の白さ、巨大で鮮やかな黄色の嘴、

2m余の翼長を羽ばたき一つせず飛翔す

る姿はまさに王者の貫禄、同行の姫と共に

感激に浸りました。今流に言えば「めちゃ

ラッキー」。 Hさん、感動をありがとう。

オジロトウネンの旅立ち
久住勝治

「しろちどり」 29号でお知らせしまし

た越冬中のオジロトウネンが、 3月 14日

無事、元気に旅立って行きました。

小石と同じ色で見辛かったのですが、通常

3 ,.._., 7羽、最高 11羽確認することができ

ました。来期も楽しみにしています。

皆様のご協力ありがとうございました。

再会
深田千鶴子

一昨年、 4月上旬の朝のこと、裏の畑の

方で小さな鈴が鳴っているような小鳥の

声が聞こえた。近づいていくと電線に小鳥

が2羽止まっていた。阪神大震災の前年に

王子動物園を訪れた際、野鳥禽舎の中にい

たヒレンジャクによく似ていた。

慌てて双眼鏡を持ちに家の中に入りす

ぐに戻る。まだ止まっている。早速ピント

を合わせる。まさしくヒレンジャク、間違

いない。じっくり眺めたら 9羽。地面には
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緑色の糞が落ちている。飛び立つまで眺

めていた。

次の年、待ちに待ったが彼らは現れなか

った。今年も待っていたが来なかった。と

ころが4月 5日、松阪市篠田山の探鳥会で

彼等に会えたのだ。この日は桜は満開、す

ばらしいお天気であった。最初にウグイス

の鳴いている姿が見られ、他の野鳥もお二

十数種、最後に十数羽のヒレンジャクが大

木の枝の中で飛び交う姿が見られた。旧友

に会えた時の喜びであった。

また数年前隠岐に旅をした。朝早く散歩

をしていたら、かん高いきれいな小鳥の声

が聞こえてきた。その声に引かれ近づいて

行くと電柱の先で青い鳥が囀っていた。

名前はわからない。

その泣き声と姿を耳と眼に焼きつけて家

に帰った。イソヒヨドリであった。

昨年春、西伊豆の堂ヶ島を訪れた。土産物

店の横の籠の中で叫んでいるコイソヒヨ

ドリに会い悲しい思いにさせられた。

しかし、昨秋宇和島では人家の鬼瓦の先端

で声高らかに歌っている姿を見てほっと

した。私の今の居住地は杉や檜や雑木など

が生えている低い山の近くにある農村で

す。山の方から歌うようなきれいな鳥の声

が聞こえ、すぐに遠ざかっていくといくと

いうことがしばしばあります。

そもそも私が野鳥に関心を持つように

なったのは声からということでしょうか。

そして、色、動き、姿に感動して「野鳥の会」

の仲間に入れてもらいました。できるだけ

都合をつけて探鳥会に参加させてもらっ

ています。はや 1年になりました。

野鳥を通して、今、失われつつある自然

を見つめ人間と他の生物との共生につい

てこれからいろいろと勉強していきたい

と思っております。
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『高原のコンサートヘの招待状』
宇平恵子

黄金色に垂れ下がった収穫を待つばか

りの麦の穂と、伸び盛りの水稲が眩しいば

かりに鮮やかな里山を抜けると、道は新緑

の木立を縫うように緩やかにカーブしな

がら続いて行く。沢のせせらぎの音が次第

に間近に聞こえてきて、車の窓を開けると

冷んやりした山の空気が肌に心地よい。

3 6 0度、見上げるような新緑の樹海が

開けた場所で車を降り、林間にこだまする

複雑なメロディのさえずりが私達を迎え

てくれた。その声の主は、山のピッコロ奏

者、ミソサザイ。コンサートの幕開けを告

げるプレリュード（前奏曲）．．．．．。しばら

くすると、今度は「ピールリ、チュル、チ

ュリー」、‘‘我こそは森一番ののど自慢”と

甘い美声を響かせるオオルリの登場、節長

＜奏でるフルートを思わせるような調べ

に、ハクサンボクの白い花も揺れている。

道路脇に車を止め、徒歩で登り始めた峠

に続く坂道で、どこからともなく聴こえて

きたかなりスローテンポの「ポッ、ポッ、

ポッ」は、木管楽器を思わせるツッドリの

声。控えめなのに不思議なくらいっ心に滲

み通る。辿り着いた峠で一呼吸。見渡せば、

微かな霧の立ちこめた山の尾根が、まるで

一幅の水墨画のように幾重にも連なって

いる。時折聴こえる「カタカタカタカタ．．」

速いテンポのドラミングはコゲラ。潅木の

茂みからじっとこちらを見ているオオル

リのメスの黒い瞳。

帰り道、薄紫色のコアジサイの咲く道を

下って行くと、対峙する山の奥深くから、

あたり一面にこだまするカッコウの声！

遠くに行ったかと思うと今度はかなり近

くに。しっとりと聴かせるオーボエの音色

で、シンコペーションのリズムが実にのど

かで懐かしく、足を止めて思わず聞き入っ

てしまう。「大自然の懐に抱かれる」とは、

このような気持ちを言うのだろうか。そし

て、今やコンサートは最高潮.....0 

声にならないアンコールの思いに答え

るかのように、声の主は、何度も、何度も

繰り返し奏でてくれました。

----

~ 
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ヤマネに遭遇
三村明子

6月 2日、久しぶりに探鳥会に出かけま

した。美杉の三重大演習林（毎年開催され

ているが、参加するのは初めて）で、コノ

ハズクの声を聞こうという主旨。

ところでコノハズクの声がわかります

か。＜ブッキョコー＞と鳴き、ききなしを

くブッポウソー＞といいます。しかし、本

当のブッポウソウはくゲェゲゲゲ＞と、鳴

くそうな。聞いたことも見たこともないけ

れど。

夕方、 4時半集合、現地まで走り、まだ、

明るいうちに夕食を済ませ本番に備える。

なにせ姿は見えないのだから暗くなり、鳴

くのを待つ。少し移動して第ニポイントで

更に待っ。途中、今年始めてのオオルリに

逢った。その第ニポイントで事件は起こっ

た。

第一ポイントでコノハズクの声がする

というので再び移動を始めようとした時、

ひとりの人が「ちょっと面白いものを見せ

る」というので、近くにより、私はカブト

ムシかクワガタだろうと直感。坐っていた

その人は、足元に置かれていた帽子をそっ

と開けるとあろうことか、ヤマネが．．．

以前、長年ヤマネを撮り続けているとい

う写真家がテレビの「徹子の部屋」でヤマ

ネについて対談しているのを見たことが

ある。その写真家は林業に従事していても

一生に一度逢えるかどうか分からないと

いい、その愛らしい姿に魅せられて八ヶ岳

に15年通い続けているという。

ここでヤマネについてーロメモ

《ヤマネはリスやネズミの仲間でげっ歯目に

属し、 1属1種の日本固有の特産種（世界

には 8属 11種）
背中に一本の黒いスジ
体重 18g、体長 8cm 

眼がかわいい
夜行性で冬には体温を 0度近くまで下げ、

丸くなって完全冬眠。国の天然記念物に指
定されまた保護獣にもなっているので捕

獲はもちろん飼育できない》

話を聞き終えて、私はすぐ写真集を購

入。

ヤマネに逢うなんて、私には縁のないこ

とだとその時も、そしてその瞬間まで思っ

ていました。が、今、目の前に本物のヤマ

ネ。実は私、ぬいぐるみを持っていて全く

の同サイズ。あの一、ぬいぐるみが動いて

いる。チョロ Qというおもちゃをご存知の

方は想像してみてください。あの小ささ、

そしてすばやい動き、その通りです。

せめて写真だけでもと追いかける。その

時、ヤマネは何を思ったのか私のズボンを

登って上着の中へ。全員の見守る中、一瞬

にして消えたのです。それは私の背中で行

われたことなのです。重さは全く感じられ

ませんでしたが、間違いなく私はあのヤマ

ネをおんぶしたのです。

それはもう、母なる喜びです。

もちろん一枚の写真に収まり、その後山へ

帰っていきましたが、少々（？）追いかけ

られたストレスがトラウマにならないこ

とを祈るばかりです。

ありがとう。また、いつの日か逢いたい。

その夜は近くで泊まりましたが、夜中に

は遠くでアオバズク、明け方にはホトトギ

スの声と実に素晴らしい初夏を夢ごこち

で過ごした一日でした。
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『兄の思い出』とブッポウソウ

川口 久美 (0'です）

6月2日（土）、「美杉探鳥会くコノハズ

クの声を聞こう＞」に参加させて頂いた。

三重大演習林駐車場で、その声を聞きな

がら私は遠い昔のことを思い出していた。

私がまだ幼いころ、ある日「兄」がスズ

メの巣立ち雛を拾ってきて私に見せた。

おそらく私がせがんだのだろう、大切そ

うにしていたヒナをそっと私の手に持た

せてくれた。スズメの子は、逃れようと私

の手の中で「グルリグルッ」と動いた。す

べすべした羽毛につつまれた小さな生き

物の、その心地よくも不思議な感触は今で

も覚えている。

少し大きくなったころ、我が家では数羽

のニワトリを買っていた。

昔の田舎のこととて、昼間は庭に放し、

鳥たちはあちらこちら歩き回って上手に

足と嘴を使い小虫を食べたり遊んだりし

ていた。長閑なものである。

日暮れ近くになると、その鳥達を小屋に

追い込むのが兄と私に課せられた日課で

あった。

なかには小屋に入りたがらないのもい

て、その時は二人で小走りに追いかける

と、すぐに観念して翼をすくめうずくまる

のでいとも簡単に捕まった。

抱き上げて頬ずりすると、絹のような感

触の羽毛をとおして、骨っぽい体から厚い

体温と鼓動が伝わってき、乾いた麦わらの

ようないい匂いがした。

その後、兄も私も大人になってお互いに

家庭を持ち、そろそろ中年にさしかかって

きたころ、兄は肝臓に腫瘍が見つかり入院

した。

長い間、入院した。

有る日私がベッドの横で、当時月刊で発

行されていた自然科学誌「アニマ」を所在

なく見ていると、兄は

『きままにそんな趣味を愉しんでいる

お前がうらやましいよ』と言った。
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油絵が趣味で、自宅に「アトリエ」まで

作り、画壇でも少し名が知られだしたほど

「好き放題」している兄がそんなことを言

うのはおかしいと思った。

いま考えてみると、死を覚悟した兄の、

初めて私の前でみせた「弱音」だった。

それからまもなく逝った。手遅れのガン

であった。

もう、十五年も前のことである。

いま、リュックに枕を仰向けに寝て目を

閉じ、胸に手を合わせ、コノハズク聞いて

いる。

「 ブッキョッコー プッキョッコー

ブッキョッコー 」 --

あちらでもこちらでも、呼び交わすよう

に鳴いている。

月明かりのなか、哀調を帯びたその声は

杉木立を縫って森に響き渡る。

そして、遠い昔を思い出している私の胸

にも切なく響いた。

＾ 
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会員のページ・探鳥会

＾ 

＾ 

みむーの中国通信 (1)
三村祥子

仰好！私は今中国の杭州という、上海の

下、汽車で二時間のところに留学していま

す。

「西湖」という湖で有名ですので知って

いる方もいるのではないでしょうか？

気候は日本とほとんど同じです。だから

今が梅雨の真っ最中。

中国はやはり自転車が多いです！何で

もかんでも自転車で移動する国と言って

も過言ではありません。

自転車，三輪車，人力車，等々…一昔前の

日本を思い出させる風景です。

しかし、市の中心街は日本の都会と変わ

らないくらい発展しています。例えばデパ

ートやホテルが何件も立ち並ぶ『武林広

場』 高層ビルが立ち並ぶ風景はどう考え

ても三重県の四日市を軽く越えています。

侮る無かれ中国を。

野鳥の種類も日本と若干違います。

例えば日本ではムクドリという鳥が大

集団を作って木の上に止まっていたりと

いう光景を目にしたりしますが、中国には

どうもムクドリはいないみたいです。その

代わり目の上に白い模様があるムクドリ

大の鳥を木の上、芝生の上でよく見かけま

す。

ムクドリを中国語で言うと「白頭翁」と

いうのでもしかしたらこれが中国のムク

ドリなのかもしれません。

中国に対して皆さんある程度固まった

イメージがあると思いますが、これから

みむーが生きた中国を随時紹介していき

たいと思います。

11"11"11""" 

11"11 

● 余野公園探鳥会（伊賀町）

日時： 1月 28日（日） 9 : 45'"'-'13 : 00 

担当：塗矢博一

参加者： 8名（会員）

観察種：ビンス` イ・カシうがカ・アカゲう・シPlヽラ・

t:I ドリ・ヒカ｀ラ・シシ、ュりカラ・エナカ• • Iヽシ 7• トカラス・
キシ• Iヽ‘ト・｝シ.p • カケス・ヤマカ`う・スス、メ・ホオシ‘

n・アオシ` ・ルリヒ`タキ・セク.pセキレイ

1 8種

コメント

植林が多いので小鳥が少なく、雑木林の方

で多く出た。

● 東紀州地区探鳥会（海山町）

日時： 2月4日（日） 9 : 45,--..,13 : 00 

担当：三村通雄

参加者： 1 3名（会員）

観察種：オオリシ、ミサコ` 、Jスリ、ホオ1/,,p、カリうヒリ、ヒ］

ドリ、ウク`イス、アオゾ、カンムリカイツアリ、アオサキ‘、 ク`イ
サキ`、ウミり、セク,,pカモメ、ウミネコ、オオセク,,pカモ｝、カルカ‘‘

モ、マカ`モ、キセキレイ、ツク‘ミ、カリセミ、 キンクPlヽシ,,p、ヒト‘‘

リカモ、カイツアリ、ホシIヽ1/,,p、へ`ニマシコ、1/PIヽう、セク.pセキ

レイ、エナカ`、ムクドリ、メシ,,p、シゞョウビタキ、 モス`、ユリカ

モ｝、ド Iヽ，,ト、コサキ`、カリウ、カシう夕、力、ハ:1,17''トカラス、Iヽシ

加ゾカラス、トビ、スス,,j.、

（イリツIヽ,,j. 巣のみ）

4 2種

コ｝ント

今年は晴れとまではいかないが、曇り程

度で取り敢えずの天気であった。

今回、観察地の小山浦ではオオワシが出て、

たっぷりと観察できた。同地でノスリ、ミ

サゴも同様に観察できた。一箇所でカンム

リカイツブリ、カモメ類等の海鳥と鷲鷹類

が観察できると皆さんには好評であった。

● 揖斐川探鳥会（多度町）

日時： 2月 25日（日） 9 : 10'"'-'12 : 00 

担当：近藤義孝

参加者： 17名（会員）

親察種：イカル、 Jスリ、 キセキレイ、 ツク‘ミ、 コカ`モ、
カリウ、 カリうヒリ、 アオサキ`、 キシ,,Iヽ`卜、 ハクセキレイ、 ミ

サコ`、 カルカ`モ、 クケ、リ、 イゾシキ`、 キンクPlヽ/p、
ホシIヽシ,,p、ケリ、 モス‘、 アトリ、 チュウヒ、 ホオシ,,p、オ

オシ、ュリン、 カシう夕`力、 ハヤ7"サ、 ヒヨト、り、

●しろちどり 31号● -12一
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ニュナイスス,,}、 カイツアリ、 Aクト、リ、 ハシ加ヅカ`ラス、 夕 .. 

II 

ヒバリ、 セク,,pセキレイ、 スス,,}、 が/11、ドバト II 
34種 II

コメント

チュりヒ、オオゾュリンなどが観察できた。冬のアシ

原で見られる鳥と風景を楽しめた。冬型で快

晴だったが、冷たい風が少し辛い天気であっ

た。

交通量が多く、車の駐車させる場所や観察

場所にもうーエ夫必要だった。

環境変化や問題

揖斐川の堤防下のアシ原が埋められてい

て、国士建設省あたりの仕事に使用されてい

る。ヒクイナやバンが観察できる場所だった

ので、元に戻すように働きかけたい。

● 海蔵川探鳥会（四日市市）

日時： 2月 22日（日） 10: 00,...__,12 : 00 

担当：尾畑玲子

参加者： 8名（会員 7名、非会員 1名）

観察種：カイツ7"9、モス` 、ムクドリ、バン、チョウゲ
ンホ‘り、 ツク`ミ、 キゾハ`卜、 セク,,pセキレイ、 ハクセキレイ、

ホオ;;''p、アオゾ、 カリうヒリ、 ウゲイス、 カリウ、 カルがモ、

ヒバリ、 タシキ`、 ヒ］卜`リ、 イカル、 ｝ゾ n、タヒバリ、

ハ淵ぐゾカ`ラス、 ハシアトがラス、 ドバト

2 5種

コメント

人数が少なく、まとまったためかゆっくり

と且つ、時間内に見てまわれた。今回

はあまり、河川改修に触れずに"見る“こと

に集中した。
環境変化や問題

この川でよく見られるオオフサモが寒い

時期なのに、もう緑の新芽を茂らせている。

この冬の暖かさをもの語っているように思

えた。

● 五十鈴川上流探鳥会（伊勢市）

日時： 2月 25日（日） 10 : 00,...__,12 : 00 

担当：世古口有司

参加者： 24名（会員 19名非会員 5名）

観察種：カリり、 ハイタカ、 ）スリ、 クマタカ、 キゾバト、

カリセミ、 コケ`ラ、 キセキレイ、 セク,,pセキレイ、 ヒ］ドリ、 カ

リカ、ラス、 シ`ョウヒ、タキ、 トック`ミ、 ;IPIヽう、 エナカ`、 ヤマ

ヵ`ラ、シシ`ュウカラ、 ｝シ,,p、ホオシ,,p、アオシ`、 カリラヒリ、

イカル、 ハシアトカ`うス

計23種

（鳥合わせの時、鳥を見た場所＜川の中、浅

い場所、岩、林など＞を同時に言って貰いそ

の関連を考えてもらうことにした。

コ｝ント

杉浦支部長担当の探鳥会であったが、支部

長が他の用件で来られなくなったため、やむ

なく他の者で開催した。南勢地区の探リーダ

ーの皆さんの協力で無事終了したが、支部長

目当てに参加した方には不満であったろう。
環境変化や問題

カワガラスやクマタカもいたので豊かな

環境と言うことにはなるのだろうが、工事の

ダメージはまだ残っており、支部長が言う程

には自然は回復していないとと思った。強風

のせいもあり、鳥は種、数とも少なかった。

● 第一土曜斎宮池探鳥会（明和町）

日時： 3月 3日（士） 9 : 00~11 : 30 

担当：西村泉

参加者： 14名

観察種：切り、アオゾ、ツがミ、 が;''u、カルがモ、シゾ

ュりカラ、 ）スリ、 エナカゞ、 ヒヨトャリ、 カリセミ、 シ‘ョりヒゞタキ、

j'U Iヽう、 ウクャイス、 アオサキ‘、 カリうヒリ、 ハクセキレイ、 モス`、
トビ、キシ、バト、ホオゾn、スス、メ、シキ,,SP、ハシ加ゾカ‘

ラス、 Iヽy7''トカ`ラス

2 4種

コメント

今の里山あ抱える竹とゴミの問題がよく

分かるコースを歩いた。粗大ゴミが捨ててあ

る所で、参加者の嘆きの声が聞かれた。
環境変化や問題

コース途中で遺跡発掘作業現場が有

り、四角に掘られていた。

不法投棄のゴミが目に余る。

竹の浸入が著しい。

● 宮川中流探鳥会（渡会町）

日時： 3月 11日（日） 9 : 30~11 : 30 

担当：吉井瑞穂

参加者： 1 4名（会員 13名非会員 1名）

観察種：イカルチドリ、コがモ、マカ` モ、オシドリ、カリウ、

ヤマセミ、 セク,,uセキレイ、 ハクセキレイ、 キセキレイ、 タヒハ`リ、 ハ

ヤT'サ、 イカル、 トヒ`、 ヒ3卜`リ、 ムクト`リ、 シ`ョりヒ`タキ、

モズ、 ウク`イス、 アオヅ、 カリラtり、 イリツ11''メ、 が/u、

ヤマカ`ラ、 ホオゾn、キゾ Iヽ`卜、 卜`バト、 スス,,}、 ツク`ミ、

Iヽy]''卜がラス、 ハシ加ヅカゞラス

3 0種

＾ 

＾ 
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コ｝ント

企画した担当者に代わって急逮リーダー

を務めることになったので、企画の趣旨に沿

った探鳥会とは異なった。宮川の水辺

に降りられたらよかったと思う。

地元の方が参加されていて、中止になった

渡しの話などしてもらえたのは良かったと

思う。

● 坂内川探鳥会（松阪市）

日時： 3月 16日（金） 9 : 30'"'-'12 : 00 

担当：中村洋子

参加者： 1 8名

観察種： Aクドリ、キゾバト、ツゲミ、ヒ3ドリ、コが

モ、 イゾシキ，'、 ハシホ`ゾカ`ラス、 ツIヽ,,}、 ハクセキレイ、 カイツ7"

リ、 コサキ`、 がイサキさ、 ウク`イス、 アオゾ、 カリうヒリ、 キセ

キレイ、 バン、 スス`メ、 ホオ1/,, [l、シ[JIヽラ、 ゾョりビタキ、

｝ゾロ、 カリり、 ユリカ豆、 イカルチドリ、 クヒ Iヽ`り、 モス，'、

カルカミモ、 卜`ハ`卜

2 9種

コメント

この鳥はコチドリ、イカルチト汀）？皆で図鑑を見、そ

の鳥をよく見ました。その結果、イカルチドリで

した。

● 篠田山探鳥会（松阪市）

日時： 4月 5日（木） 9 : 30'"'-'11 : 30 

担当：中村洋子

参加者： 2 0名（会員 17名非会員 3名）

観察種：ウク` イス、 ケリ、 キシ，，バト、 ツク`ミ、ヒョドリ、シ

Plヽラ、ツ/¥,, }、 エナカ`、 モス`、 ヤマカ`う、 ビンス`ィ、 アオシゞ、
コケ，'ぅ、 メゾロ、ヒバリ、ムクトゞリ、 アオサキ，＇、 スス,,}、 Iヽ;17''

トカ`ラス、カリうヒリ、 シシ`ュウカう、 ヒレンシ`ャク

24種

コメント

探鳥会とお花見を兼ねて、冬鳥のシロハ

ラ、ヒレンジャクがじっくり見られた。

● 三雲町海岸探鳥会（三雲町）

日時： 4月 22日（日） 9 : 30'"'-'11 : 00 

担当：久住勝司

参加者： 1 3名（会員）

観察種：マがモ、 tドリがモ、キンクPlヽ ゾロ、スズがモ、

ハシヒミロカ`モ、 ］ンカ`モ、 オカヨシカ`モ、 コカ`モ、 オナカ`力`モ、

カリウ、 ユリカモ｝、 セク、ロカモメ、 カイツ7''リ、 ハ`ン、 コサキ`、

アオサキ`、 夕‘イサキ`、 ケリ、 チュウシャクシキ`、 ツルシキ，'、 イ1

シキ`、 オオハシシキ，'、 メタ`イチト`リ、 シnチト`リ、 カリうヒリ、

ホオン`口、 トヒ`、 ツ/¥,, }、 スス、メ、 ハクセキレイ、 セッカ、 ツク‘‘

ミ、 ムクドリ

3 5種

●しろちどり 31 号•
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探鳥会

コメント

観察種もまずまず、参加者に見て欲しかっ

たシマアジ、コムクドリが見られず、それだ

けが残念

環境変化や問題

雨上がりの強風と潮干狩り客と条件は悪

かったが、テーマに沿ってそれなりに実施

できた。

潮干狩り客がある時期の開催に一考を要

す。

● 木曾岬探鳥会（木曽岬村）

日時： 4月 22日（日） 9 : 00,.--..,12 : 00 

担当：近藤義孝

参加者： 13名（会員）

観察種：カイツアリ、カリウ、ユリカモ｝、キンクロハヅ n、カ

ルカ`モ、ホシ/¥:;''口、コカ、モ、オカ3シカ`モ、アオサキ`、夕`イサ

キ`、コサキ‘、コ`イサキ`、コチト、リ、ケリ、 ハマシキ`、クサシ

キ`、イゾシキ`、チュシャクシキ`、夕`イセ`ン、ミサコ`、チュウヒ、

トビ、ツク`ミ、スス`メ、カリセミ、 ヒハ`リ、キシ,,Iヽ 卜`、キシ`、

セッカ、ツ/¥,, メ、ハクセキレイ、タヒIヽ リ`、カリうヒリ、ムクドリ、シ

111ヽラ、ハシホ`ヅカ、プス、ハシアトカ、ラス、ド Iヽ‘卜

3 9種

コ｝ント

天候に恵まれ多数の鳥が観察できた。

環境変化や問題

木曽岬干拓地の中を通る第二名神道路も

完成に近づいています。遮光板などについて

も設置を要望することになりました。

● 上野森林公園探鳥会（上野市）

日時： 4月 29日（日） 10 : 30,.--..,14: 00 

担当：塗矢博一

参加者： 10名（会員） 2名（非会員）
観察種：イカル、ホオゾロ、t3ドリ、カリうげ、、:/1ヽ,,}、ト

t''、J¥')7''トカ`ラス、ハシホ`‘）力`ラス、 ウク`イス、シシ、ュウカラ、カ

リウ、モス‘、コケ‘う、カイツT'リ、ケリ、キシゞ Iヽ 卜`、夕`イサキ`、エナ

ヵ‘
1 8種

● 鈴鹿川中流探鳥会（亀山市）

日時： 5月 4日（金） 9 : 30,.--..,11 : 30 

担当：楢橋築

参加者： 15名（会員）

観察種：カリウ、カルがモ、 夕`イサキ`、 アオサキ`、 イ

カルチドリ、 ケリ、 イゾシキ→、 キアシシキ`、 キシ‘、 コシやュケ

ィ、 キシ`ハ`卜、 カリセミ、 コケ`ぅ、 ヒ1ゞリ、 ツ/¥,, }、 キセ

キレイ、 ハクセキレイ、 セク,,pセキレイ、 ヒ3卜`リ、 モス‘、



l お知らせ・ 編集後記
セッカ、 ウク`イス、 ホオシ令 l1、アオシ今、 力りうtり、 スス<
メ、 ムクドリ、Iヽシホゞゾカ→うス、Iヽシr・ トカさうス

2 9種

コ｝ント

種々話したつもりでも後になって言い足

りない所があった。
環境変化や問題

農業用水導水のため土砂による流路変更

一
銀察種：ホオヅ P、ツIヽ今｝、カイツアリ、 ヤマがラ、 コゲ

ぅ、 シシ`ュり力う、ヒ3卜sリ、 ｝シ,D、エナカゞ 、力りセミ、 り

ゲイス、 7オサキ 、`セッカ、カリうヒり、 ムクドリ、 スス·•メ、
ク‘・イサキマ、 カリり、 ツット•• リ、 Iヽシおゾカゞうス、Iヽ:;r・トカ｀
うス

2 3種
II 
．． コメソト

II 緑が湖畔に映え、景観は美しいが、林の中
があり 、これによって）ii原（砂州）のでき方 II 
が変わり、イカ紆ドリ営巣の適地が減少してい ＂ 

II るように思った。
II 

に入ると里山に共通する様々な問題を目にす

ることができる。池のぐるりを歩き今の里山

の現状を見て貰った。

● 斎宮池探烏会（明和町）

日時： 5月 5日（士） 9: 00~11 : 30 

担当 ：西村泉

参加者 ：7名（会員） 1名（非会員）

「しろちどり」の原稿の宛先は・

〒

II 
•. 環境変化や問題

u 
．． 斎宮池周辺は意外と余暇活動の場ゼてマ面---

．． 用されていを波瀬街道が涌っており、 当日

！！ も多くの人に出会った。

II 

・（イラスト ・表紙絵も大募集）

三村通雄宛でお願いします。

To. (FAX) 

e-mail 

取り上げて欲 しいテーマ。またはこんなテーマはいかがですが？などのアドバイス。

川柳 ・短歌も大歓迎。

原稿の集まりが悪いとか！ 。会員の皆様が頼りですので宜しく。

記事訂正

30号の内容訂正

9ページ 理事会通信で、 2000.7. 16とあるのは 2000.11. 23の誤りです。お詫びして訂正し

ます。

13ページ 野鳥への記事についての私見 2 「冬期に餌が不足する意味で行う→冬期に餌

が不足するのを補 う意味で行う」に訂正。

編集後記
前任者よりの引継ぎで始めての紙面作り

です。全てが初めてなので戸惑うことばかり

ですが、何とか仕上がりました。

向こう 2年間試行錯誤を繰り返しながら
の任務全うの覚悟です。

連休には山陰に出かけていました。こんな

ところにもソウシチョウの声となると、一体

この国固有の自然はどうなって行くのだろ

う。

昨今の暗い、悲しいニュースの中、特別の

野球ファンでもないが、楽しみは日本人大リ

ーガー達の活躍ぶりを、聞きながらの朝食に

しろちどり 第31号 2001年 6月発行

題字濱田 稔

表紙絵田中豊成

編集三村通雄
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